







計受講申込者1,756人のうち､ 現職 (正規) 957人
(54.4%)､ 現職 (臨時) 304人 (17.3%)､ 離退職者468
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障害児の ｢親の会｣ 等の ｢子育て支援｣ を受ける立
場の方々による座談会を実施し､ 過去20年から10年







































師等の ｢看護系｣ ５名､ 栄養士・管理栄養士等の


















るべき ｢子育て支援｣ 研修回数・内容､ Ｑ12 ｢子育
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｢子育て支援｣ 年間研修回数は､ 平均値で､ 第１段
階1.89回､ 第２段階2.58回､ 第３段階2.12回､ 第４







の満足度 (４段階評定) に回答していた｡ 図２のと
おり､ ｢どちらかというと役立っている｣ が最も多
く31名中19名 (61.2%)､ 次いで ｢大変役立っている｣
８名であり､ 両方をあわせて27名 (87.0%) が内容
が役立っているという肯定的回答を示した｡
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図１. 対象者の現在のキャリア段階
人
図２. 現在の ｢子育て支援｣ 研修の内容への満足度
人





に回答していた｡ この結果は､ 図３のとおり､ ｢ど
ちらかというと不足している｣ が最も多く13名
(38.2％) あり､ 次いで ｢不足している｣ ９名 (26.4
％) と ｢その他｣ ９名 (26.4％) であった｡ ｢その









ば､ 看護師の場合､ ｢全国病児保育研究大会 (年１
回参加)｣､ 保育士の場合､ ｢中堅者研修 (年１回)
｢中堅研修､ 小１プロブレム､ 子育てネットワーク
等 (年２～３回)｣ ｢中堅研修､ 初級カウンセラー講
座､ 町保育研修 (年４回)｣､ 幼稚園教諭の場合､
｢虐待対応・特別支援教育－個別支援計画作成・ロー
ルプレイ等 (年３回)｣ ｢特別支援教育コーディネー






階シニアスタッフ｣ が最も多かったが､ 次いで ｢第






き ｢子育て支援｣ 研修回数・内容を質問した｡ 図５
のとおり､ 38名の対象者が回答した本来あるべき
｢子育て支援｣ 年間研修回数は､ 平均値で､ 第１段
階4.10回､ 第２段階3.00回､ 第３段階2.44回､ 第４



















第２段階 (スタッフ) －他方面の研修､ ケース検
討会､ 教材研究､ 発達について､ 職務について､ 事
例検討会､ カウンセリング､ など｡
第３段階 (リーダー・シニアスタッフ・専任職な
ど) －中間職員研修､ 専門研修､ スキルアップと専
門性､ 子育て支援全般､ 特別支援教育､ カウンセリ
ング､ 発達スクリーニング､ 保護者への相談援助方
法､ 保護者対応､ 障害児保育知識､ スタッフ指導法､
中間管理職のあり方､ 保育研究､ など｡
第４段階 (師長・主任・教頭など) －中間職員研
修､ 専門研修､ 子育て支援の基本の再確認､ 職員の
意志決定方法､ 園経営､ 管理職研修､ 保育行政施策
研修､ 責任職務研修､ 地域の子育て支援､ など第５
段階 (院長､ 所長､ 園長､ 校長など) －管理職職員
研修､ 専門研修､ 専門以外の一般講師の管理職向け































 第１段階 (新任スタッフ) －実習やインター
ンに匹敵する活動中心研修 (年４回程度)､
 第２段階 (スタッフ) －現場でのケース検討､
教材研究について指導をうける (年３回程度)､
 第３段階 (リーダー・シニアスタッフ・専任








































許・資格研修､ 傾聴法､ カウンセリング法､ 救急処













ム (以下 ｢学び直し｣)｣ 事業の講座参加者は44名で









述回答者は ｢学び直し｣ 参加者44名中30名､ うち現
職者22名 (看護系３名・栄養系３名・保育教育系16














































[10]保育士 (現職) －大変勉強になり､ 仕事をしな
がら思い浮かべ､ 参考にさせていただいており
ます｡ 感謝の気持ちでいっぱいです｡
























































 困難事例に関する ｢個別の支援｣ ｢社会福祉
援助技術｣ のスキルアップ専門研修として役立っ
たという回答
[１][３][５][６][15] [16] [18] [19]
 専門性の拡大､ 子どもの見方の変化につながっ
たという回答
[２][６][７][８][11] [12] [13] [22]














ち看護系４名､ 栄養系３名､ 保育系31名の､ 計38名
であった｡ 本来どのキャリア段階で研修強化が必要
かについて､ 38名の回答者は､ ｢第３段階シニアス



















第１段階 (新任スタッフ) では､ コミュニケーショ












































































は､ 平成19年３月に ｢保育士の研修体系｣ 検討特別
委員会報告書 ｢保育士の研修会系―保育士の階層別
に求められる専門性－｣ を発表し､ その中で､ 保育
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